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【梁山断層の概要】

梁山断層は、朝鮮半島南東
部に存在する顕著な断層で
ある。

この断層は、日韓トンネルの
韓国側起点と予想されるコ
ジェ（巨済）島や釜山市の近
くにあるため、設計・施工上
注意を要すると見られてい
る。

本研究は、梁山断層の特徴
を把握するため既存資料を
とりまとめたものである 
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【概 要】

項 目 内 容

位 置 朝鮮半島の南東部

外 観 顕著な断層地形（NNEーSSW系）

規 模 陸上部の長さは２００Km

性 質 右横ずれ断層

活動度 C級（部分的にB級の可能性あり）

確実度 確実度１ 即ち確実に活断層である
（活性断層か否かについては未決）

海底部 陸上部南西端から海域部への延長の可能性がある

（海底部の延長は６０kmから８００Kmまでと諸説あり）

梁山断層の概要
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【位 置】

梁山断層は朝鮮半島の南
東部にあり、ほぼ北北東か
ら南南西方向に走っている。

陸上部では顕著な断層地形
がみられる。

梁山断層に並行して蔚山断
層やトンレ断層がなど数本
の断層が走っている。
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【外 観】

断層は周辺地域よりも弱い部分であるため地形的には谷とな
ることが多い。梁山断層も顕著な谷地形が一直線に続いてい
る。
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【外 観】

断層地形は比較的一定した直線の谷を形成するため、道
路として使用されている場合も多い。梁山断層の場合は
慶南の梁山から慶州まで京釜高速道路が敷かれている。



07規模

【規 模】

梁山断層の長さは陸上部
では２００Kmで韓国第一
級の活断層である。

海域延長部に断層がある
か、どこまで延長されるか
については明確ではない
が、６０kmから８００km延
長しているという指摘もあ
る。
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【性 質】

梁山断層はほぼ垂直の
傾斜である右横ずれ断層
で、顕著な破砕帯を伴っ
ている。
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活動

【性 質】

梁山断層の横ずれは東側の地塊が３５kmほど南方向に滑
り、断層の深さは１０kmに達するとみられている。
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【活動度】

◆梁山断層の北部（慶州・蔚山方）

・南東傾斜45°の逆断層

・平均変位速度（鉛直）0.04〜0.05m/千年

・最新活動時期は2400〜2000年前(14C年代値)

低位段丘面を切断する活動である。

◆梁山断層の南部（釜山方）

・右横ずれ断層

・平均変位速度（鉛直）0.02〜0.03m/千年

・平均変位速度（水平右ずれ）0.05〜0.1m/千年

20〜50万年前の中高位段丘面を切断する活動である。 
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【活動度】

・日本の活動度の基準では梁山断層の鉛直変位速度は活動度
C級に相当する。北部での水平方向のずれ量が不明であるが、
仮に３倍としてもせいぜいB級までにしかならない。
・日本の主な活断層（中央構造線断層系・根尾谷断層系・阿寺
断層系・跡津川断層系などいずれもA級）に比べ、梁山断層の
活動度は低いといえる。
・多くの部分（セグメント）により構成されていると考えられ活動
度の高い区間、低い区間が存在する可能性もある。
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【確実度】

断層の明瞭さを示す確実度でみると、梁山断層は低位段丘面
を切っているため断層地形はかなりはっきりしており確実度は
最高ランクの「確実度１」に相当する。
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梁山断層は活断層か否か？

断層は運動時期により活断層か活断層でないかを区分する。
その区分の基準は日本と韓国で異なっている。

【日本の区分】：新生代第四紀に活動し、今後も活動する可能
性のある断層を活断層と呼ぶ。なお現在、新生代第四紀は１
８０万年前以降から現代までと言われている。

【韓国の区分】：３万５千年以内に１回動いたか、または５０万
年以内に２回以上動き、今後も活動する可能性のある断層
を活性断層と呼ぶ（米国原子力委員会基準）

この報告書では日本の基準で区分した場合は「活断層」といい、

韓国の基準で区分した場合は「活性断層」とよぶことにする。

【確実度】
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梁山断層が活断層であることは広く認められている。

しかし活性断層であるか否かについては様々な見解があり論
議が続いている。

・見解の例

・５０万年以内に１回程度の断層運動であるから「活性断層ではない」（韓国資源研
究所）

・梁山断層が１０万年以内に活動したことがわかり「活性断層である」（韓国と日本の
学者チームの調査）

・慶州地震は僅か２０００年前に梁山断層帯一帯で起こっており「活性断層である」

・梁山断層は「比較的穏やかな顕著活性断層」（中国地震局）

・断層内のガウジ物質の資料不足のため更なる研究が必要だ。

【確実度】
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海域延長部

梁山断層の海域延長部に断
層があるか、どこまで延長さ
れるか、については明確なこ
とはわかっていない。

日韓トンネルのルートを検討
する上で、梁山断層の南西方
延長部がどこまで伸びている
かについて把握しておく必要
がある。

そこで該当する海底部の地形
をデジタル解析した

【海域延長部】
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海域延長部

該当する海底部の地形は、微細な
谷地形の多くが連続したリニアメント
として認識される。

梁山断層の延長部に微細谷の連速
的な配列が認めれ、微細谷の列は、
梁山断層の陸上部南西端から始ま
り、断層の位置と一致している。

等深線とほぼ平行な方向に配列して
おり、水の流れ等で形成されたとは
考えづらい。断層変位地形、または
断層組織地形のいずれかを反映し
ている海底地形であると考えられる。 

【海域延長部】

梁山断層の南南西延長部海底に
断層の存在を示す底地がある 。
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この微細谷の連続配列を断
層に関連するリニアメントと
して解釈すると、梁山断層
の陸上部南西端から海域部
へ約60kmの距離を延長部
として認識できる。

これはあくまでも地形からの
概略位置推定である。

今後、海底地形の詳細調査
や音波探査などの実施、も
しくは実施データを入手して
断層の詳細位置や幅を検証
する必要がある。

【海域延長部】
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【海域延長部】

梁山断層の北東の延長線
が海底部に及んでいるか
どうかも研究されている。

浦項のある迎日湾から北
に向かってN-S系統の褶曲
軸と断層が多数存在する。
これらの断層のいくつかは
慶尚盆地南東部をNNE-

SSWに走る断層群に連続
すると見られる。

しかし梁山断層そのものの
東海岸沖への延長は明確
でない。
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梁山断層は海岸線近くの大陸棚を
海岸線沿いに北上する。第17図の
断面図の左端の断層とその周辺の
擾乱帯が梁山断層（そのものではな
いにしても）に関係があるのではな
いかと考えられる。

【海域延長部】
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・韓国地質資源研究院のイヨンス博士は「海底トンネル工事中に岩に水が
入ると岩の内部の圧力が変化して地層が不安定になりうる」と述べ、「工事
に先立って徹底した地質調査が先行されなければならない」と述べた。

・韓国地質資源研究院の地震研究センターのチョチャンス博士は、「断層帯
近くのダムのような大型構造物ができると、その周辺地域の地震を誘発し
たという報告があるにはあるが、トンネルは掘る断面が極めて小さいので、
地震を誘発するか疑問」と述べた。

・大宇建設のシンヒョンヨウン主任研究院は、トンネルの口径が15mに過ぎ
ない」とし 「その程度の穴は、地震発生に影響を与えない」と語った。

（上記はいずれも2009年２月17日 朝鮮日報の記事から抜粋）

【海域延長部】

梁山断層のような活断層を横断して海底トンネルを掘削
することについて、韓国内の専門家からはいろいろな意
見がでている。
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詳細構造

梁山断層の陸上部の地質構造は、海底部の地質構造を推測
する上で大いに参考になる。ここでは梁山断層の南部地域の
精密な地質調査結果を表示する。

【詳細構造】
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【詳細構造】

一般的な断層の構造を摸式的に表すと上の図のようになる。
断層コアを中心に両側に混合帯(MIXED ZONE)があり、その
外側に断層損傷帯（DAMAGE ZONE)がある。
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研究地域での梁山断層は強い閉鎖作用が起こり、幅20m内
外の断層コアを中心に小規模な断層、褶曲、断裂および細
脈が発達する断層損傷帯が両側に各々200m、450m内外
の幅で発達している。また断層コアと東側の断層損傷帯の境
界部には小規模な剪断帯と断層損傷帯が反復的かつ漸移
的変化を示す約140m内外の混合帯が発達している。  

【詳細構造】
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【梁山断層と地震】

韓国の過去の地震リスト

韓国の過去の地震リスト

韓国の過去の地震リストでは西暦７７９年と１６４３年に
慶州地域でそれぞれM６．５とM７．０の地震が発生して
おり、梁山断層との関連に関心がもたれている。
梁山断層が将来、大地震を引き起こすかどうかは、最
近、韓国の専門家の間で論争が続いている。
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梁山断層と地震

韓国の地震は歴史的には１６世紀から１７世紀を中心としてかな
り活発な活動もあり、大きな被害地震も発生している。被害地震
が短期間に集中して起こるという非常に特異な起こり方をしてい
る。

【梁山断層と地震】
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韓国で計器による地震観測が始まったのは１９７８年である。
それ以降の観測では朝鮮半島ではM５．２を超える地震は
発生していない。

【梁山断層と地震】
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梁山断層に関係する地震について韓国内で以下のようなこと
が言われている

・韓半島は日本や中国に比べ地震に対して安全だが、M6.5ー
７クラスの強い地震が起きる可能性も否定できない。

・韓国で地震発生の最も高い地域のひとつとして梁山断層が
指摘される。

・梁山断層が大地震を起こすかどうかは、韓国の専門家の間
で研究が続けられている。

・梁山断層で小さな地震が頻発している。

・過去２０００年間で８回の地震が梁山断層圏で発生している。

【梁山断層と地震】
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【梁山断層と対馬トラフ】

対馬の西側沖合
に対馬の島軸に
平行に走る対馬
トラフがあり最深
部２３０mの急傾
斜トラフ壁を有し
ている。

対馬トラフの断
層群を含め、五
島列島まで続く
断層群を一括し
て対馬ー五島構
造線とよぶ。

対馬ー五頭構造線の一部
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【梁山断層と対馬トラフ】

梁山断層を西端と、対
馬トラフを含む対馬五
島構造線を東端とする
幅６０から７０Kmの大
断層発達帯と見られる。

この断層発達帯が西日
本と韓国の第三系の層
序と地質構造を分ける
境界と見られている。
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【対馬トラフと地震】

対馬・壱岐を含む長崎県に
被害を及ぼす地震は、主に
陸域や沿岸部の浅い場所
で発生する地震である。

対馬トラフの有する断層で
発生した地震は確認されて
いない。

対馬での震度３以上の地震
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【対馬トラフと地震】

西暦１７００年の地震では
壱岐および対馬で被害が
大きく、特に壱岐では石垣
や墓石がことごとく崩れ、
家屋も大半が崩壊した。震
源は壱岐近海とされている
が、朝鮮半島でも被害が生
じたことがわかり、対馬の
西方に震源があったとも考
えられている。

梁山断層の海域部延長部や対馬トラフの断層群の調査研究
および評価は、海域部の音波探査などの調査を日韓両国の
関係者の連携・協力の下で行うことが望ましい。
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【対馬トラフと地震】

日韓トンネルの施工の成否の鍵となるのは対馬トラフに属する対
馬西沖断層であるが、梁山断層の海域延長部については、海底
の詳細地形・音波探査調査で、その存在と位置を確認し、断層の
変位量の大きさにあった設計と施工法を適用することになる。

梁山断層の海域延長部

対馬西沖断層
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